
１．はじめに
近年，食を取り巻く環境の変化により，私たち
は食べたいと思えば何時でもどこでも何でも食す
ることが可能となっている。このような状況にお
いては，栄養的なバランスに基づいて自ら判断し，
食べ物を選択できるスキルの習得が必要となる。
文部科学省による『食に関する指導の手引き』
（平成22年）でも，子どもの「偏った栄養摂取や
不規則な食事などの食生活の乱れ，肥満や過度の
痩身などが見られる」ことが指摘され，学校教育
において食育を推進することが重要であると述べ
られている。学校において系統的に栄養に関する
教育を教科の中で行っているのは家庭科であるこ
とから，家庭科は喫緊の課題として子どもたちが

前述したスキルを身につけられるように取り組む
必要がある。特に発達障害児は偏食傾向や食行動
の偏りによって健康障害が誘発されることが指摘
されている１）ことから，発達障害児への栄養教
育が求められている。
一方， 文部科学省初等中等教育局特別支援教
育課「通常の学級に在籍する発達障害の可能性の
ある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関
する調査結果について」（平成24年12月）による
と，小学校の通常学級には 7.7％の「知的発達に
遅れはないものの学習面，各行動面で著しい困難
を示すとされた児童」が在籍している。家庭科は
特別支援教育の開始以前から，通常学級の子ども
と特別な教育的配慮を必要とする子どもがともに
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Research and Study on the Nutrition Education Programs for the
Homemaking in Elementary School of the Inclusive Education:

Analysis of Learning Process of Child with Developmental Disabilities

Keiko ITO and  Yuko YAMASAKI

Abstract. This study developed and practiced classroom model for the Nutrition Education of the Homemaking in Elementary
School from the viewpoint of receiving Inclusive Education, especially analyzing the procedure of lessons for the child Mr. A. with
developmental disabilities.  Subject of our investigation included 5th graders of the elementary school (34 children) and one child
Mr. A. with developmental disabilities.
The result of our study is as follows:
1.  By analyzing Mr. A’s personality and to call his attention, we created the class to have him come up with visual materials.
2.  We made a comparison before and after the Unit, the study of food item selection behavior, and found out that most of the

children of the class showed correct answers of increased number of items, while Mr. A showed poor mark on the test of
behavior of choosing foodstuff among many, notwithstanding of the fact that he showed good result on the test of knowledge for
the classification of foodstuffs.

3.  When we analyze Mr. A’s learning process, we found out that regarding the environment before Mr. A’s behavioral mood in the
class that arouse in the class, and teachers reaction to it after Mr. A’s behavior showed relation of negative spiral.
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学ぶ機会が多い教科である。しかし，多様な子ど
もの実状に対応できる指導方法が確立されている
とは言い難い状況であり，未だに家庭科担当教師
による授業の模索が続いている。平成 24年７月
には，中央教育審議会初等中等教育分科会 特別
支援教育のあり方に関する特別委員会によって
「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シ
ステム構築のための特別支援教育の推進（報告）」
も示され，インクルーシブ教育の推進と「合理的
配慮」への留意が強調されている。これは，今後
さらに，障害の有無で区分することなく，すべて
の子どもが共に学び，その中で個に応じた教育を
行うインクルーシブ教育によって学習する機会が
多くなることを示唆している。
そこで本研究では，インクルーシブ教育の観点
から小学校家庭科の栄養教育プログラムを試案し
て授業実践し，その有効性を特に発達障害児の学
習過程の分析から実証的に検討することを目的と
する。

２．方法
１）授業対象児

東広島市立Ｍ小学校５年生 34名であり，その
うち１名が発達障害児童（以下Ａ君とする）であ
った。児童のアセスメントは，学級担任であり家
庭科担当でもある教員への対象児に関するインタ
ビュー調査と，観察による実態把握によった。
Ａ君は，自閉症の傾向がみられ，独自のこだわ
りがある。身の回りの物を几帳面に整えてからで
ないと作業にとりかかることができず，一つ一つ
の作業に時間をかけて丁寧に行う。自分が納得の
いくまで取り組むため，他児の作業に比べ遅れが
みられる。また，他児を待たせているという自覚
はあるようだが，周りに合わせて急ぐ姿はあまり
見られない。物事をじっくりと考えるので，他児
よりも視覚的な手がかりが必要であるという教師
からの助言があった。コミュニケーションに困難
は見られない。漢字の読み書き，計算等において
も知的な遅れは見られない。さらに，聞くことが
苦手で，競争心が強く，手遊びの回数が多い。

２）教材開発

栄養教育において，子どもたちは栄養という目
に見えない概念学習に困難を生じやすい。そこで，

この栄養という概念を視覚化させた伊藤（2009）
の開発教材を参考とした。A君の特性に配慮した
教材は，他の通常学級の子どもも共に興味・関心
をもって自主的に取り組むことができるという観
点で教材を開発した。教材開発の観点の一つ目は，
Ａ君の「人の話を聞くことが苦手」「手遊びが多
い」ことから，アニメキャラクターのストーリー
を用いて授業展開し，具体的な場面を想定するこ
とで，興味を持って参加できるように工夫する。
さらに，「ドラえもんの歌」の替え歌で，歌詞は
食品と食品群の色を関連づけられるようにする。
二つ目には，「じっくり考える」というＡ君の特
性から，視覚的教材を用いることで具体的にイメ
ージが持てるようにする。例えば，カード（カー
ド表に食品写真，裏に各食材の食品群の色を貼る）
によって食品と食品群との関係を，積み木（赤，
青，黄の積み木）などを用いて栄養のバランスの
必要性が習得できるようにする。三つ目として，
「競争心が強い」という特性から，カードによる
ゲームを取り入れる。

３．授業実践
１）授業実践の概要

開発教材を用いた授業の流れを図１のように試
案した。
授業実践における到達目標を「６つの食品群の
分類の知識をもとに，栄養的なバランスの判断が
でき，適切な食物選択ができる」と設定した。そ
して，本実践における栄養教育の流れは，次のよ
うなステップを経るように計画した。それは，①
身近な食品を３色の食品群に分類できる。②食品
の主な３つの働きと身体への影響を知る　③３色
の食品群の分類からさらに栄養的なバランスを考
える視点を広げるために，６つの基礎食品群とそ
の主な働きを知る　④身近な食品を６つの基礎食
品群に分類できる　⑤６つの基礎食品群をもとに
栄養的にバランスのよい食事の在り方を考えるこ
とができる　⑥以上のことを日々の食生活の中で
意識し，適切な食物選択をすることができると
した。

２）実施時期　2009年12月18日～１月13日
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授業前における食物選択行動調査① 
次のメニューからバイキング方式で最大５品まで選ぶことができます。あなたなら何を選びますか？ 

１時間目：３色の食品群の働きを理解し，栄養的バランスの大切さに気づくことができる。 
・３色の食品群の働きを知り，栄養的なバランスを判断するためには３色の分類を覚える
必要があることに気づく。 
・３色の食品分類プレテストで自分が間違えた食品について，分類ポスターに〇をする。 
・「５年２組元気ものの歌」を歌い，分類を覚える。 
・カードゲームを行い，間違えた食品について，分類ポスターに〇をする。 
・のび太君の食事を例に，３色の食品群をとりすぎた時，不足した時の身体への影響を
考える。 

２時間目：３色の食品群による分類はさらに詳しく６つに分類できることを知り，６つの基
礎食品群の視点から栄養的なバランスのよい食事について考えることができる。 
・「５年２組元気ものの歌」を歌い，分類を確認する。 
・カードゲームを行い，間違えた食品について，分類ポスターに〇をする。 
・スネ夫君とジャイアンの食事のバランスを考えることを通して，３色の食品群の分類では
栄養的なバランスは判断しにくいことに気づき，６つに分類できることを知る。 
・６つの基礎食品群の分類法と働きを知り，分類ポスターの食品分類図を完成させる。 
・スネ夫君とジャイアンの食事の改善点を考え，アドバイスをする。 
・冬休みの課題について知る。 

３時間目：自分の食生活を６つの基礎食品群に注目して捉え，バランスのよい食物選択
ができているか振り返ることができる。 
・「５年２組元気ものの歌」を歌い，分類を確認する。 
・冬休み中の食事を振り返り，分類が分からない，または間違えて記入している食品に
ついて正しい分類を知り，分類ポスターに貼る。 
・食品カードを追加し，カードゲーム大会をする。 

３色の食品群による分類ポストテスト① 
６つの基礎食品群による分類プレテスト① 

３色の食品群による分類ポストテスト② 
６つの基礎食品群による分類ポストテスト② 
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保護者と教師からの評価 

替え歌 
「５年２組元気ものの歌」 

替え歌 
「５年２組元気ものの歌」 

食品カードによるゲーム 
（２３枚） 

替え歌 
「５年２組元気ものの歌」 

冬休み 

食品カードによるゲーム 
（２３枚） 

食品カードで随時ゲーム可能 

替え歌の歌詞の掲示 

食品カードで随時ゲーム可能 

替え歌の歌詞の掲示 

食事チェック表 
食事チェック 
７日間の食事を６つの基礎食品群に分類し，チェックする。 

冬休み後における食物選択行動調査② 
次のメニューからバイキング方式で最大５品まで選ぶことができます。あなたなら何を選びますか？ 

３色の食品群による分類プレテスト 

食品カードによるゲーム 

図１　授業計画



３）授業者および対象者

本対象児童の学級担任である教師が，授業を実
施した。対象者は２．方法１）の授業対象児と同
じである。

４）情報の収集と分析

A 参与観察
学級担任であり家庭科担当でもある教師に対
して，授業構成に対する意見などをインタビュ
ー調査した。授業中は３名の観察者が子どもと
教師の活動に対する反応を記録した。それをビ
デオ撮影し，参与観察を補強した。そして，こ
れらの結果を分析した。

B 到達度評価
到達度評価は図１に示す各時点に，3色（赤
は体をつくるもの，黄色は力や体温となるもの，
緑は体の調子を整えるもの）の食品群による分
類，6つの食品群による分類を把握するテスト
を実施した。また，単元前後で，子どもの食物

選択行動の変容をみるために料理メニュー表を
用いた食物選択行動調査を行った。これは１食
分の食事を選択するように設定し，20品目の料
理をカラー写真で掲載し，この中からバイキン
グ形式で最大５品目まで選ばせ，選出された料
理とその選出理由を記述させた。選出料理を６
つの基礎食品群に分類し，栄養的にバランスが
よいかを判断した。なお，６群の油類だけの料
理は設定しにくいため，メニュー表には１～５
群までの料理を掲載した。

４．結果
１）「食品と食品群との関連」に関する栄養概念

の習得

A ３色の食品群分類における栄養概念の習得
¡）家庭科の学習者における変容
３色の食品群の分類におけるプレテストと
ポストテスト①における正答数の変化を表１
に，ポストテスト①とポストテスト②におけ
る正答数の変化を表２に示す。
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表１　３色の食品群の分類における正答数の変化（プレテスト・ポストテスト①）

ポストテスト①
プレテスト

22問正解
（100%未満）

19～21問正解
（86%-100%未満）

16～18問正解
(73%-86%未満)

15問正解
(73%未満)

合　　計

22問正解
(100%)

7（20.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 7（ 20.6）

19～21問正解
(86%-100%未満)

2（5.9） 0（0.0） 0（0.0） 18（ 52.9）

16～18問正解
(73%-86%未満)

0（0.0) 0（0.0) 0（0.0） 7（ 20.6)

～15問正解
（73%未満）

0（ 0.0） 0（0.0） 2（ 5.9)

合　　計 30（88.3） 3（8.8) 1（2.9) 0（0.0） 34（100.0)

表２　３色の食品群の分類における正答率の変化（ポストテスト①・ポストテスト②）

ポストテスト②
ポストテスト①

22問正解
（100%未満）

19～21問正解
（86%-100%未満）

16～18問正解
(73%-86%未満)

15問正解
(73%未満)

合　　計

22問正解
(100%)

28（82.4） 2（5.9） 0（0.0） 0（0.0） 30（ 88.3）

19～21問正解
(86%-100%未満)

0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 3（ 8.8）

16～18問正解
(73%-86%未満)

0（0.0) 0（0.0) 0（0.0） 1（ 2.9)

～15問正解
（73%未満）

0（ 0.0） 0（0.0) 0（0.0) 0（0.0） 0（ 0.0)

合　　計 32（94.1） 2（5.9) 0（0.0) 0（0.0） 34（100.0)

人数（％）

人数（％）



プレテストに比べポストテスト①で正答率
が上昇した者（表中太字）は25名（73.5％）
であった。ポストテスト①において正答率
86% - 100%未満だった者は３名（8.8％）であ
ったが，ポストテスト②では正答率 100%へ
上昇した。

™）Ａ君における変容
３色の食品群分類における正答数の変化を
図２に，その解答を表３に示す。
プレテスト，ポストテスト①，ポストテス
ト②における正答率はそれぞれ 6 3 . 6％，
82.6％，100.0％であり，正答率の上昇が認
められた。プレテストにおける誤答に赤の食

品群という解答が多く見られ，「りんご」，
「トマト」を見た目の色で判断したためと推
測される。ポストテスト①において，無回答
の「にんじん」「メロン」「たまご」「トマト」
以外は正答であり，冬休み明けに実施したポ
ストテスト②においては，23問全て正答であ
った。ポストテスト②の答え合わせをする際
に，それまで積極的に発表することがほとん
ど見られなかったA君が，全問に元気よく手
を挙げる姿が見られた。これは３色の食品群
分類に関する知識を維持できているという自
信が生じたと推察される。

B ６つの食品群分類における栄養概念の習得
¡）家庭科の学習者における変容
６つの基礎食品群による分類におけるプレ
テストとポストテスト①における正答数の変
化を表４に，ポストテスト①とポストテスト
②における正答数の変化を表５に示す。
プレテストからポストテスト①に正答率が
上昇した者（表中太字）は19名（55.9％）で
あった。しかし，正答率が減少した者が９名
（26.5％）存在した。
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表４　６つの基礎食品群の分類における正答率の変化（プレテスト・ポストテスト①）

ポストテスト①
プレテスト

22問正解
（100%未満）

19～21問正解
（86%-100%未満）

16～18問正解
(73%-86%未満)

15問正解
(73%未満)

合　　計

22問正解
(100%)

0（ 0.0） 4（11.8） 1（ 2.9） 0（0.0） 5（ 14.7）

19～21問正解
(86%-100%未満)

5（14.7） 2（ 2.9） 1（0.0） 10（ 29.4）

16～18問正解
(73%-86%未満)

0（ 0.0) 1（ 2.9) 0（0.0） 2（ 5.9)

～15問正解
（73%未満）

1（2.9） 17（ 50.0)

合　　計 7（20.6） 20（58.8) 5（14.7) 2（5.9） 34（100.0)

図２　３色の食品群分類テストにおける得点推移

表３　３色の食品群の分類における各食品の解答 ■は誤答，－は無回答

人数（％）
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プ レ テ ス ト 緑 赤 黄 赤 緑 赤 緑 黄 赤 黄 赤 赤 赤 黄 緑 緑 赤 緑 赤 赤 赤 黄

ポストテスト① 緑 赤 黄 黄 － 赤 緑 黄 黄 － 赤 赤 緑 黄 － 緑 黄 緑 － 赤 黄 黄 緑

ポストテスト② 緑 赤 黄 黄 緑 赤 緑 黄 黄 緑 赤 赤 緑 黄 赤 緑 黄 緑 緑 赤 黄 黄 緑



ポストテスト①からポストテスト②に正答
率が上昇した者（表中太字）は14名（41.2%）
であった。しかし，ポストテスト②において
正答率が減少した者が５名（14.7%）みら
れた。

™）Ａ君における変容
６つの食品群の分類における正答数の変化
を図３に，その解答を表６に示す。
プレテスト，ポストテスト①，ポストテス
ト②における正答率はそれぞれ 6 5 . 2％，
91.3％，91.3％であった。ポストテスト①で
は正答率の上昇が認められたが，ポストテス

ト②では変化が見られなかった。ポストテス
ト②の誤答は「トマト」「ピーマン」であっ
たが，特に「トマト」はプレテストから通し
て同じ誤答となっていた。

２）食物選択行動の習得過程

A 家庭科の学習者における変容

単元前後に実施した食物選択行動調査の結果
は食物選択行動の変容によって３つに大別され
た。単元前後を比較し，選んだ群数が増加して
いれば「向上」，変わらなければ「変化なし」，
減少していれば「低下」とみなした。それを表
７に示す。
選出した群の数が増加した者は 2 3 名

（67.6％），低下した者が２名（5.9％），変化が
見られなかった者が９名（26.4％）であった。
¡）Ａ君における変容
単元前後における食物選択料理とその選択
理由を表８に示す。
選んだ食品群の数は，プレテストでは３つ
の群だったが，ポストテストでは５つの群に
増加した。単元前の選択料理は，１群（たん
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表５　６つの基礎食品群の分類における正答率の変化（ポストテスト①・ポストテスト②）

ポストテスト②
ポストテスト①

22問正解
（100%未満）

19～21問正解
（86%-100%未満）

16～18問正解
(73%-86%未満)

15問正解
(73%未満)

合　　計

22問正解
(100%)

5（14.7） 2（ 5.9） 0（ 0.0） 0（0.0） 7（ 20.6）

19～21問正解
(86%-100%未満)

8（23.5） 3（ 8.8） 0（0.0） 20（ 58.8）

16～18問正解
(73%-86%未満)

0（ 0.0） 2（ 5.9) 0（0.0） 5（ 14.7)

～15問正解
（73%未満）

0（ 0.0） 0（0.0） 2（ 5.9)

合　　計 14（41.2） 14（41.2) 6（17.6) 0（0.0） 34（100.0)

表６　６つの基礎食品群の分類における各食品の解答 （数字は食品群を示す）■は誤答
ほ
う
れ
ん
草

肉 食
パ
ン

さ
つ
ま
い
も

に
ん
じ
ん

と
う
ふ

か
ぼ
ち
ゃ

バ
タ
ー

ラ
ー
メ
ン

メ
ロ
ン

魚 わ
か
め

り
ん
ご

ご
は
ん

た
ま
ご

き
ゃ
べ
つ

う
ど
ん

ピ
ー
マ
ン

ト
マ
ト

牛
乳

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

ご
ま
油

レ
タ
ス

プ レ テ ス ト 3 1 6 5 3 1 3 6 6 4 1 2 3,4 6 1 3 6 5 4 2 5 6 4

ポストテスト① 3 1 5 5 3 1 3 6 6 4 1 2 4 5 1 4 5 3 4 2 5 6 4

ポストテスト② 3 1 5 5 3 1 3 6 5 4 1 2 4 5 1 4 5 4 4 2 5 6 4

図３　６つの基礎食品群分類テストにおける得点推移

人数（％）



ぱく質）から「オムレツ」，「とりのからあげ」，
「エビフライ」の３つ，２群（ミネラル）か
ら「牛乳」の１つ，４群（ビタミン）から
「りんご」の１つであった。単元終了後にお
いては，１群から「エビフライ」，２群から
「牛乳」，３群から「かぼちゃスープ」，４群
から「りんご」，５群から「そうめん」の５
つであった。これらを選んだ理由については，
その多くが「おいしいから」という『嗜好』
によるものであった。単元終了後，３色分類
にかかわるテストは全問正答であったにもか
かわらず，『栄養』を理由とした食物選択は
見られなかった。以上のことより，食品群の
分類に関する知識の習得および，栄養的にバ
ランスのよい食事を判断し，食物選択行動調
査において食品選択するスキルの習得には学

習効果が認められた。しかし，食物選択の場
面において，その知識を活用できるまでに至
っているとは言い難かった。

３）A君の学習過程の分析

A君の学習過程に変化がみられたのは，３色の
食品群分類における解答時であった。それまで手
を挙げて発表する姿はみられなかったが，その時
は，元気よく，身体を前に乗り出して挙手してい
た。これは，３色の食品群分類に自信が持てた現
れであると推察される。分類知識習得を支援した
物として，替え歌，食品カード，食品分類ポスタ
ー，食事チェック表への記入が考えられる。
しかし，A君の学習過程において，つまずきの
生起を誘発する可能性のある，次のような事例が
見られた。
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表７　対象者の選択料理の分類（単元後）

表８　A君の単元前後における食物選択理由

低下の様子と人数

単元前から単元
後の選択した群
数の変化

人数( %)

５から４ 1（2.9）

４から３ 1（2.9）

合計人数 2（5.9）

変化無しの様子と人数

単元前から単元
後の選択した群
数の変化

人数( %)

４から４ 5（14.7）

５から５ 4（11.8）

合計人数 9（26.4）

向上の様子と人数

単元前から単元
後の選択した群
数の変化

人数( %)

２から４ 2（ 5.9）

３から４ 8（23.5）

３から５ ＿4＿（＿1＿1＿.8）

４から５ 9（26.4）

合計人数 23（67.6）

１群（たんぱく質） ２群（ミネラル） ３群（カロテン） ４群（ビタミン） ５群（炭水化物）

単元前

オムレツ
とりのからあげ
エビフライ

牛乳 りんご

オムレツの中には熱
いケチャップごはん
とりのからあげは、
外側と中側がおいし
いから
エビフラは、外側が
パリパリで中側もえ
びがおいしいから

牛乳は、とても冷え
ているし、冷たいし、
飲んだりしたらとて
もおいしいから

りんごは、音がムシ
ャムシャしておいし
いから

単元後

エビフライ 牛乳 かぼちゃスープ りんご そうめん

えびフライは中がえ
びで外がパリパリで
おいしい

牛乳は冷たくておい
しいから

かぼちゃのスープは
飲むと体が温かくな
っている

りんごはとてもおい
しいから

そうめんはとても冷
たくてツルツルとし
ておいしい

下線はA君の位置を示す



A 教師の学級全体へ向けた話を聞くことが困難
教師の話を聞いていないと思われる場面を事
例１，事例2に示す。
Ａ君は，教師が説明している時に下を向いて
いることが多くみられた。そのため，作業のや
り方がわからなくなることが多かった。その原
因として，学級全体で教師が話をする時は自分
の興味・関心が強いものにしか反応せず，聞い
ていないことが挙げられる。

B 競争心が強い
事例３では，右斜め前の児童がカードをシャ
ッフルする様子を見て，Ａ君も早くシャッフル
できるようになった。しかし，事例４では，教
師からシャッフルするように指示があったが，
カードゲームの準備の際に，カードをシャッフ
ルせず，カードの色を合わせ,すぐに取り出せ
るように不正行為を行っていた。Ａ君の勝負へ
のこだわりを察することができる。また，事例
５のカードゲームでは，正解したときに大変喜
んでいる様子が伺える。
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事例３

経過時間 教師・児童の発言と行動

教師：よくわからん人？（Ａ：手をあげ
ない。頭をかく。）

Ａ：（７回シャッフルする。右斜め前の
児童をみる。さっきよりも速いスピード
でシャッフルする。）

教師：まだできてない人？
Ａ：（手を小さくあげる。）

34:16

A：あっとった！
A：（右手で「１」をつくって教師に見
せる。）
A：結構あっとるよ。

Ａ：（前の席の児童に話しかけられ、「０」
を指で作りながら）全部あっとったよ。

教師：ああ、わかめも魚もどっちも？ 赤
だねぇ。はい、３つ以上間違い。いない。
おお～！ パーフェクト！
C：はーい！（Ａも手をあげる。）

事例５

経過時間 教師・児童の発言と行動

62:02
教師：いくよ！ じゃあ、栄養神経衰弱、
用意スタート！

63:00 Ｃ：はい、いいよ。

Ａ：よし、…よっしゃ！ これ！

65:25 Ｃ：これ？

Ａ：うん。…あたった！ やった。どれだ
ったっけ？ え？ またあたった！ ああ！

65:30
教師：それじゃあしてもいいよ。何回し
てもいいよ。

Ａ：これ！ またあたったで！

67:10 Ｃ：何個目？

Ａ：えー、これで３つ目！

Ｃ：はい、終わりー。

事例４

経過時間 教師・児童の発言と言動

5:00

教師：はい、シャッフルして。パーフェ
クトを目指して、ＯＫ？
Ａ：（シャッフルしてない）

教師：まだ書けてない人？
Ａ：（小さく手をあげる。）

事例１

経過時間 教師・児童の発言と行動

0:45

教師：こうやって給食の時にもね食品を
３つにわけてお勉強しているんだけれど
も、それぞれこの働きがどんな働きか…
わかってる？ 赤の食べ物ってどんな働き
ですか？ Ｉ出君。
Ａ：（耳をほじる。指遊びをする。）

9:00
教師：じゃぁ答え合わせしてみて。
Ａ：（右隣の人を見る。教師の方を見る。）

事例２

経過時間 教師・児童の発言と言動

35:00 Ａ：（鉛筆を持つ。）

35:30 教師：（書く場所を指でさす。）



C 手遊びが多い

事例６から授業中に手遊びをしている様子が
わかる。手遊びは教師が教壇に立って，一斉に
説明する時によく見られる。手遊びによって，
集中力が途切れて次の作業のやり方や授業内容
を聞き逃している可能性があることが理解さ
れる。

５．考察
以上から，Ａ君の学習過程を分析した結果，図
４に示すような関係が見られると考える。

この図におけるアセスメントは授業前に学級担
任でもある家庭科担当教師へのインタビュー調査
の結果と観察からの実態把握によった。これらの
Ａ君の特性を踏まえた栄養教育プログラムを試案
し，実践した。その結果，Ａ君は３色の食品群の
分類テスト，６つの食品群の分類テスト，食物選
択行動において正答数の増加がみられ，Ａ君にと
って本栄養教育プログラムの有効性が検証され
た。しかし，参与観察の結果から，図４に示すつ
まずき行動が見られた。このつまずき行動は単独
で生起するものではなく，その行動以前にきっか
けとなる行動が存在していた。そして，複数のき
っかけ要因が影響を及ぼしてつまずき行動が生起
し，悪循環に陥るケースが観察された。
その中でも特に多くみられたつまずき行動であ
る「担任の話や他児の発表を聞いていない」を例
にあげて図５に示す。「作業のやり方がわからな
い」ことをきっかけに作業開始が遅れ，Ａ君が作
業にこだわることにより，学習内容に係わる重要
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事例６

経過時間 教師・児童の発言と言動

46:03

Ａ：（クーピーの箱に火興しのようにし
てクーピーをクルクル回す。その後、ク
ーピーを両手の手のひらでクルクル回す。
手が汚れる。）

軽度知的障害 

独自のこだわり 

作業に時間がかかる、丁寧 

自閉症の傾向 

視覚的な手がかりの必要性 

聞くことが苦手 

競争心が強い 

発表意欲がある 

手遊びをする 

アセスメント 行動のきっかけ つまずき行動 教師の対応案 

手遊びをする 
食品カードを手に持つ 

作業開始が遅れる 

替え歌を歌わない 

不正をして食品 
カードを繰らない 

担任の話や他児の 
発表を聞いていない 

長い説明や担任と他児の 
会話が続く 

ルールを作る 
配布するタイミングを変える 

興味関心のある説明をする 

直接的に作業を促す指導をする 

作業を単純な課題にする 

座席を１番前にする 

作業を中断するように声かけをする 座席が前から３番目で前が 
見にくい 

他児に負けたくない 

作業の説明を聞いていない 

作業が途中である 

図4 Ａ君のつまずき行動の生起

図５　Ａ君のつまずき行動の連鎖

作業のやり方がわからない 

作業にこだわる 

作業開始が遅れる 

つまずき  １ 

教師の話を聞いていない 

つまずき  ２ 



な話や次の指示を聞き漏らすという負の連鎖が生
じていた。これを分断する一例としては，A君の
座席を１番前の座席に移動し，Ａ君の興味・関心
を喚起するような説明をすることが考えられる。
さらに，Ａ君の誤答の中でも６つの食品群によ
って単元前から単元後を通して，３回とも「トマ
ト」を全て４群に分類して誤答であった例につい
ても，その因果関係を推察する。この原因として
は，「緑黄色野菜」「淡色野菜」の言葉の意味の未
理解，そして授業中に，手遊びが多いことから，
教師の話を聞いていないことが考えられる。前者
の原因に対しては，観察場面において３色の食品
群の分類で教師と答え合わせをした食品の多くが
次のテストでの分類に正答していたことから，教
師がＡ君の答え合わせに介入することによって，
知識の定着が可能となるのではないかと推察され
る。また，後者の原因に対しては，一斉指導時に
教師がＡ君の側に位置付いて説明するだけでも，
教師の話に集中しやくなるのではないかと考えら
れる。このような教師の子ども側に立脚した手だ
ての積み重ねが，インクルーシブ教育による家庭
科授業の構築に繋がっていくと考えられる。

６．おわりに
本研究においては，A君のアセスメントに基づ
いて小学校家庭科における栄養教育プログラムを
試案し，A君を含む通常学級において授業実践を
行った。上記の到達度評価の結果から，A君に焦
点を当てると，「食品と食品群との関連」に関す
る栄養概念の習得，食物選択行動の習得において
学習成果が認められたと理解される。しかし，複

数のきっかけ要因が誘因となってつまずき行動が
生起し，悪循環に陥るケースが観察されたことか
ら，つまずき行動のきっかけとなる教材，教師の
Ａ君への対応の仕方など再検討が必要である。
さらに通常学級の子どもの中には単元前に比べ
単元後に到達度評価が降下した者が見られた。こ
のことから，インクルーシブ教育の観点から家庭
科の授業づくりを行うためには，著しい特別な教
育的配慮を要する子どもだけが学習につまずきを
生起するのではないという観点から，他児におい
てもアセスメントを十分に行い，それを授業づく
りに活かす必要がある。今後はこれらの課題を検
討したいと考える。
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